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Abstract : The oviposition activity of Culex pipiens molestus was investigated in the above- 
ground water. Egg rafts were collected in earthen jars which contained rice-straw infusion . 
Each of egg rafts was reared to adult mosquitoes. When egg rafts produced autogenous 
females, they were regarded as the egg rafts of Culexz pipiens molestus. It was found 
that many females of Cz. pipiens molestus deposit egg rafts in the above-ground water. 
The oviposition activity was low in summer, but high in spring and autumn. This seasonal 
change is supposed to have some relations with air temperature. It seems to be difficult 


that this mosquito overwinters above the ground even in the Nagasaki area where winter 


1s comparatively warm. Therefore, it is considered that such underground water collections 
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as cesspools are the main breeding place of this mosquito in this area. 
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は じ め 


に 


アカ イエ カ 群 の 構成 員 で ある アカ イエ カ Culez 
pipiens pallens と チカ イエ カ Culez pipiens molestus 
は , 大 美 及び 沖縄 地方 を 除い て 日 本 全土 に 分 布 す る . 
アカ イエ カ は 下水 潮 や 水 肥 溜 等 の 地上 水域 に 発生 し , 
入 よ り し ば し ば 吸血 し 産卵 する . 都市 の 環境 の 整備 
(に と も な い , この 岐 の 先生 源 が 除去 され , その 発生 
数 は 著しく 減少 し て 来 た . これ に 対し て , チカ イェ 
カ は ビル デ ィング ダ の 汚水 槽 や 古井 戸 等 の 地下 水域 に 
発生 し 無 吸 血 産 卵 た よっ て も 繁殖 する (生沢 , 1950; 
石井 , 1975 : 斉藤 ら , 1967 : 野口 , 1962 : 森谷 ら , 
1964, 1967 : 大 森 ら , 1955 : 和田 , 大 藤 , 1962). 
都市 化 の 進展 に と も な い ビル ディ ング の 建設 が 増 
し , 本 種 の 発生 場所 で ある 地下 の 汚水 槽 の 数 も 増 
え , その 発生 量 が 増加 し , この 麗 に よる 吸血 の 被害 


本 来 地下 水域 に 棲 委 し て い る 管 の チカ イエ カ の 幼 
虫 が . アカ イエ カ の いる 地上 水域 で 発見 され た と い 
う 興味 ある 事実 が 報告 きれ て いる (朝比奈 ら , 1964 
, 米 本 , 1971). そこ で , 本 往 の 地上 水域 に お ける 
産卵 活動 を 明らか に する た め に , 屋外 た ウラ の 煮汁 
を 入れ た 水 ガ メ (小田 , 1967) を 設置 し て , それ に 
生み つけ られ た 卵 塊 数 と 卵 更 内 卵 粒 数 を 数 を る と と 
も に, 実験 条件 下 あ る い は 屋外 条件 下 で 飼育 羽化 さ 
せ た 雌 に 産卵 させ て 得 ら れ た 卵 塊 の 卵 粒 数 を 調べ た 
の で , その 結果 を 報告 する . 


材料 と 方 流 
4 月 か ら 10 月 に か け て 長崎 大 学 医学 部 構内 に ワラ 
の 葵 汁 を 入れ た ら 5 個 の 水 ガ メ を 設置 し て , 毎月 そ 
の 中 旬 に 合計 50<70 個 の 卵 塊 を 採集 し た . そし て 存 
粒 数 を 到 眼 実体 中 微 鏡 下 で 数 を た あと , 卵 塊 別 に 骨 
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化 さ せ た 幼 虫 20 個 体 を 水 50cc を 入れ た ポリ エチ レン 
製 の ビン (直径 3 cm, 高 さ 8cm) に 移し て 室温 下 
で 飼育 し た . これ ら 幼 虫 に は 固 型 飼料 と エビ オス の 
粉末 を 等 分 に 混合 し た 餌 を 毎日 0.03g あたえ た . 時 
化 後 , 飼育 ビン の 口 に ガー ゼ を か ぶせ て , ビン 内 で 
無 吸血 的 に 産卵 させ た . 産卵 し な か っ た 肉 に つい て 
は 解剖 し て 5 期 卵 の 有無 を 確か め た . 産卵 し た も 
の , ある い は 5 期 卵 を 保有 し て いた 肉 を チカ イエ カ 
と し , それ 以外 の 内 を アカ イエ カ と 判定 し た . また 
同じ ビン 内 で 羽化 し た 雄 の 外部 生殖 器 を 70 ア ルコ 
ー ル で 固定 し , さら に アル ュー ル で 脱水 し た 後 キ シ 
ョ ー ル で 秀 往 を 行い カナ ダバ ル サ ム で 封入 し て 標本 
を 作成 し , その 形態 を 観察 し た 

以上 の 実験 の 他 に , 15~30°C の 温度 と 16 時 間 の 
日 長 と を 組み 合わ せ た 実 験 条件 及び 屋外 条件 下 で , 
長崎 系 の チカ イエ カ の 1 令 幼 虫 よ り 飼 育 羽 化 さ せ た 
雌 に つい て 卵巣 小 管 数 , 5 期 卵 数 及び 産卵 数 ( 卵 塊 
内 卵 粒 数 ) を 調べ た 。 ま た 11 月 中 旬 に 屋外 で 羽化 さ 
せ た 100 個 体 の 雌 と 同数 の 雄 を 同棲 させ て 生存 状況 
を 調べ た 。 こ れ ら の 幼虫 の 飼育 に は 原則 と し て , 
3000 ml の 水 を 入れ た 長方形 の ホー ロー びき の 全 真 
用 バッ ト (31x35x5cm) に 1000 個 体 の 1 令 幼 虫 を 
入れ 。 先 に 述べ た 餌 を 平均 0.5g 毎日 あたえ た ・ 成 
虫 の 飼育 に は 布製 の 飼育 ケー ジ (30x30x30 cm) 
を 用 い , 餌 と し て 2 久 砂 糖 水 を あたえ た ・ 


成 績 


1. チカ イエ カ と アカ イエ カ の 卵 塊 数 の 季節 的 消長 

野外 で 採集 し た 卵 塊 か ら 遇 化し た 幼虫 より 飼育 羽 
化 さ きせ た 雌 が 無 吸血 の 状態 で 産卵 し た 場合 ある い 
は 5 期 卵 を 持っ て いた 場合 , この 由来 の 卵 塊 を チカ 
イェ エ カ の 卵 塊 と し , 上 述 以外 の 肉 を 生じ させ た 卵 塊 
を アカ イエ カ の 卵 塊 と 考え ん た. 第 1 図 に チカ イ エ カ 
と アカ イエ カ の 卵 塊 数 の 季節 的 消長 を 示し た ・ 

5 個 の 水 ガ ぇ で 年 間 を 通じ て 総計 383 個 の 卵 塊 を 
採集 し た . その うち , 208 個 が アカ イエ カ で , 175 個 
は チカ イエ カ で あっ た . この こと か ら , か な り の 数 
の チカ イエ カ が 地上 水域 に 産卵 に 来 て いる こと が わ 
か る . 

チカ イエ カ の 卵 塊 は 4, 5 月 の 春 と 9, 10 月 の 秋 
に 多く と れる が , 6 て 8 月 の 夏 に 少な い . これ に 対 
し て アカ イエ カ で は チカ イ エ カ の 場合 と は 逆 に 春 と 
秋 に 卵 塊 は 少な く , 夏 に 多く と れる ・ 
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Fig. 1. Seasonal changes in number of egg 


rafts* of Culez pipiens molestus and 
Culex pipiens pallens which were 
deposited in earthen jars at outdoors. 
*Culez pipiens molesius egg Tafts are 
those which produced the autogenous 
females with mature eggs or experi- 
ence of oviposition without blood 
feeding, and Culez pipiens pallens 
egg rafts are those which produced 
the anautogenous females. 


上 述 の よう に し て 採集 し た 卵 塊 か ら 崇 化し た 幼時 
が 発育 羽化 し た 雌 の 無 吸 血 産卵 に 基づい て アカ イエ 
ヵ と 判定 され た 卵 塊 69 個 , チカ イエ カ と 考え られ た 
も の 72 個 , 計 141 個 の 卵 塊 に つい て , それ ぞ れ の 卵 
塊 か ら 生じ た 雄 の 外部 生殖 器 の 形態 を 調べ た と こ 
ろ る , アカ イエ カ あ る い は チカ イエ カ の 卵 塊 に 由来 す 
る 雄 の 外部 生殖 器 は 一 般 に それ ぞ れ の 型 特有 の 形 証 
を 示し た . し か し これ ら の 卵 塊 中 に 雌 が 無 吸 血 産 族 
し な か っ た の で , アカ イエ カ と 判定 され た 1 卵 塊 か 
ら 羽 化し た 雄 群 の 中 に 外部 生殖 器 の 形態 か ら み て ア 
カイ エ カ 型 の も の と チカ イエ カ 型 の 2 つの タイ プ の 
雄 が 混在 し て いた . これ ら の 雄 の 外部 生殖 器 の 形態 
の 特徴 を 第 1 表 に 示し た ・ 

調査 し た 7 個体 の 雄 の 中 , 5 個体 は 60~85 の D/V 
値 Cx100) を 示し , Ventral arm が 太く , Dorsal 
arm の 先端 が と が っ た アカ イェ エ カ 型 を 示し た が , の 
こり 2 個体 は D/V 値 が 109.3 及 び 126.7 と 大 きく , 
Ventral arm は 細く , Dorsal arm は 杏 棒 状 で 明 ら 
か (に チカ イエ カ 型 の 外部 生殖 器 の 形態 を が し た ・ 


2. 各 温 度 下 で 羽化 し た 肉 の 産卵 数 

野外 で 採集 し た チカ イエ カ の 卵 塊 の 卵 粒 数 に は 大 
き な 変 異 が み ら れ た (第 2 図 参 照 ). こ の 変異 を ひき 
起す 要因 に つい て は , 種々 の も の が 考え られ る が , 
温度 が 重要 な 要因 の 1 つ で あろ うと 思わ れ た だ た. そこ 


で 15~30°C の 範囲 の 種々 の 温度 下 で 1 令 虫 か ら 錠 
育 羽 化 さ せ た 肉 に 産卵 させ て 得 ら れ た 卵 塊 に つい て 
琴 粒 数 を 調査 し た (第 2 表 ). 
この 表 か ら わ か る よう に , 無 吸血 の 雌 よ り 生 まれ 
た 卵 塊 の 卵 粒 数 は , 温度 が 高く な る に つれ て 減少 す 
る 傾向 が み ら れ た . 一 方 産卵 し た 肉 に 25"C じ で ヒ ョ 
ュ か ら 吸 血 産卵 させ て 得 ら れ た 卵 塊 の 卵 粒 数 は 著 し 
く 増加 し た . 
3. 21"C 及 び 27°C 下 で 羽化 し た 雌 の 卵巣 小 管 数 と 
5 期 卵 数 
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第 2 表 に 示し た 21?C と 30?C で 羽化 産卵 し た 雌 を 
それ ぞ れ 20 個 体 と り 出し て 卵巣 内 の 5 期 卵 の 残留 数 
を 調べ た が , 5 期 卵 を 保有 し て いた ゃ も の は 30 し の 
2 個体 の み で あっ た . その 残留 卵 数 は 2 及び 4 個 で 
あっ た . し た が っ て , 高温 下 で の 産卵 数 の 減少 の 理 
由 は 主 に 5 期 卵 自 身 の 数 の 減少 に よる と 推測 され 
る . そこ で , 219C ある い は 279C で 1 令 幼 虫 か ら 飼 
育 羽 化 させ た 肉 の 卵巣 小 管 数 と 5 期 卵 数 を 調べ た 
(第 3 表 ). 

卵巣 小 管 総数 は 温度 に よっ て ほとん と 変化 し な い 


Table 1. The morphology of the terminalia in the males which emerged from one egg raftt* 


identified as Cz/egr pipiens pallens 


Ne | D/Vx100 
1 58.8 | 
2 | 64.5 | 
3 | 73.1 | 
4 | 75.9 | 
5 ] 85.0 | 
6 」 109.3 | 
7 | 126 .7 | 


Ventral 


arm arm 
Thick Sharp 
Thick Sharp 
hi | Sharp 
Thic ト | Sharp 
Thick | SharD 
Thin | Clavate 
Thin | 


Clayate 


* The egg raft produced the anautogenous females. 


Table 2. Number of eggs in an egg raft laid by Cz/ez pipiens molestus females which were 


reared from the lst instar larvae under various temperatures 


Experience ot Temp. Number of egg- Number of eggs 
blood feeding | (9C) rafts examined Mean + S.D. Min. 一 Max 
り 人 So i ーーーー 一 et 
| 15. 1 30 2082 庄 142 43 一 106 
| 21 | 39 80.1 エ 11.0 59 一 107 
Unied | 25 | 22 60.1 キキ 11.1 43 一 78 
30 20 | 42.1 + 16.5 0 
Fed I | 24 | 170:1 キ 12.2 108 一 226 
S.D. : Standard Deviation. 
Table 3. Numbers of ovarioles and follicles of the 5th stage in an ovary of Culez pipiens 
molestus females which emerged at 21°C or 27°C 
Temp. No. females | No. ovarioles No. females _ No・ folhcles of 5th Stage 
(°C) dissected | Mean + S.D. dissected Mean エ SD. 
1 と _- 本 Ss 
8 | に ( | AO 
21 | 20 126.2 + 18.6 | 32 41.0 + 12.9 
| 
27 | 15 | 122.5 土 15.6 17 25.9 土 14.9 


S.D.: Standard Deyviation . 
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が , 5 期 卵 数 は 27 で の 高温 下 で 滅 少 する 傾向 が み 
られ た だ 
4. 屋外 条件 下 で 羽化 し た 雌 の 産卵 数 

6 10 月 に か け て , 月 に 1 回 25?C の 実験 室 で 敵 
化し た チカ イエ カ の 1 令 幼 虫 を 屋外 条件 下 で 飼育 羽 
化 さ きせ , これ ら の 雌 が 産卵 し た 卵 塊 の 卵 粒 数 を 調べ 
た (第 4 表 ). 

卵 粒 数 は 6 月 に は 多い が , 7ー 9 月 に は 減少 し , 
10 月 に な る と 再び 多く な っ た . この 卵 粒 数 の 季節 的 
変異 は , 第 3 表 に 示し た 結果 か ら 温 度 の 変化 に よる 
も の と いる る. 

5. 水 ガ メ に 生み つけ られ た チカ イエ カ の 卵 粒 数 の 
季節 的 変化 

第 1 図 に 示し た 水 が ガメ で 採集 し た チカ イエ カ の 即 
塊 の 卵 粒 数 の 頻度 分 布 を 月 別に 示 し た (第 2 図 ). 

卵 粒 数 は 大 きく 変異 し て お り , 明らか な 季節 的 変 
化 は み ら れ な い が , 気温 の そう 高く な い 5, 6 月 の 
晩 春 ある い は 初夏 と 9 , 10 月 の 秋 に は 180 個 以 上 の 
卵 粒 数 の 多い 卵 塊 が 少数 で は ある が 採集 きれ, 温度 
の 高い 7, 8 月 の 夏 に は これ ら の も の は みつ か ら な 
が か っ ただ. 

第 4 表 に 示し た 結果 か ら 無 吸血 の 肉 か ら 生 まれ た 
卵 塊 の 卵 粒 数 は 最大 119 個 で あっ た . 卵 粒 数 は 研究 
者 に よっ て 4<…150 個 と か な り の 変異 が み ら れ る が ., 
最大 値 は 150 個 で ある (石井 , 1975 : 問 村 , 1959: 
森谷 ら , 1967 : 野口 , 1962 : 大 森 ら , 1955 : 佐々 
1965 : 米 本 , 1971). 最大 卵 粒 数 を 多く 見 積もっ て , 
160 個 以下 の 釣 粒 数 の 卵 塊 を 無 吸血 産卵 座 よ り 生れ 
た も の と し , 160 個 以上 の 卵 粒 数 の 卵 塊 を チカ イエ 
カ の 吸血 産 族 に よっ て 生れ た 卵 環 と すれ ば , 初夏 と 
秋 に と れ た 160 個 以上 の 卵 粒 数 の 卵 塊 は 無 吸血 産卵 
後 吸 血 を し た 肉 か ら 生 れ た も の と いえ を る . 


No. of egg rafis 


No. of eggs in an egg raft. 


Fig. 2.Seasonal changes in number of eggs 
in each egg raft of Culex pipiens molestus 
which was collected at outdoors 
(See Fig. 1). 


6. 月 中 旬 に 屋外 で 選 化 し た 雌 の 産卵 状況 と 生存 
期間 
25°C の 温度 で 身 化 し た チカ イエ カ の 1 令 幼 虫 を 
10 月 18 日 か ら 屋 外 で 飼育 し た と ころ , 1 月 11 日 頃 よ 
り 雌 が 羽化 し は じ め た . その 後 , 11 日 一 16 日 まで の 
間 に 羽 化し た 100 個体 ずつ の 雌雄 を ケー ジ に 入れ て 
飼育 を 開始 した. 飼育 ケー ジ を 2 つ 用 意 し , その 1 
つ に は 水 を 入れ た 腺 高 シ ャ ー レ を 入れ て 自由 に 産卵 
させ た . 産卵 容器 を 入れ た ケー ジ で は 11 月 28 日 一 12 
月 15 日 の 間 産 衣 が み ら れ , 95 個 の 卵 塊 が 得 ら れ た . 
この こと は チカ イエ カ は アカ イエ カ と 異な り 秋 の 短 


Table 4. Number of eggs in an egg raft laid by Culez pipiens molestus females which were 
reared from the lst instar larvae at outdoors 


Date of Number of egg rafts Number of eggs 

ov1position examined Mean + SD. Min. 一 Max. 
Jun. 99 70.1 土 16.5 26 一 103 
Jul. 71 52.2 士 1l4.5 27 — 87 
Aug. 80 54.2 土 15.8 21 一 119 
Sep. 92 47.0 土 14.4 15 一 83 
Oct. 95 74.7 土 16.6 41 一 106 


S.D.: Standard Deviation. 


日 の 影響 を 受け る こと な く 産 卵 出来 る こと を 示し て 
いる . これ ら の 産卵 肉 は 2 月 中 旬 ま で に に , 雄 は 1 月 
REC CCL の グル の の グー ンク で は 
産卵 容器 を あたえ ず に 飼育 し た が , 前 述 の 場合 と 同 
じ く 雌 は 2 月 中 旬 に , 雄 は 1 月 下旬 まで に や は りす 
“CME 

し た が っ て , 屋外 条件 下 で , 秋 に 羽化 し て , 春先 
まで 生存 する チカ イエ カ の 成虫 は 極め て 少な いと 考 
の し る 
7. 12 月 上 旬 に 屋外 で 1 令 幼 虫 か ら 飼 育 し た チカ イ 
エ カ の 生存 状態 

25?C で 峰 化 し た 1000 個 体 の 1 令 幼 虫 を 12 月 7 日 か 
ら 屋 外 で 飼育 し は じ め た . これ ら の 奥 化 幼虫 は 2 月 
下旬 まで に ほとん ど 死 亡 し , 42 個 体 が 生き の こっ 
た . これ ら は さら に 死亡 し , 3 月 下旬 まで 生き の こ 
っ た 10 個 体 の 4 令 幼 虫 と 1 個体 の 捕 は 成虫 に な ら ず 
に 死亡 した. したがって, 冬季 の 気温 が 比較 的 高い 
長崎 地方 で も , 地上 水域 で 越冬 する チカ イニ エ カ の 幼 
虫 及 び 題 は 非常 に 少な いと 判断 され る ・ 


考 察 


今回 の 実験 か ら , チカ イエ カ の 卵 塊 が 予想 外 に 多 
く 地 上 水域 か ら 得 られ た . 朝比奈 ら (1963) は 東京 
都内 の 貯木 場 の 水域 で 初夏 か ら チ カイ エ カ の 幼虫 が 
移し く 発 生 し た と 報告 し て いる . 彼ら は , それ ら の 
幼虫 が 開放 水域 に 棲息 する も の か , ある い は 下水 の 
混入 し た 河水 の 流入 に よっ て か か る 状態 に な っ た の 
か は わか ら な いと 述べ て いる . 米 本 971) は 大 阪 
市 の 1 家屋 の 床下 の 水 溢 り で チカ イニ エ カ の 幼虫 が 春 
と 秋 に 多く , 夏 に 少な か っ た と 報告 し て いる . この 
米 本 の 結果 は 我々 の 得 た 本 種 の 卵 塊 数 の 成績 と ほぼ 
一 致す る の で , この 大 阪 市 内 で の チカ イエ カ の 幼虫 
の 消長 は 成虫 の 産卵 活動 と 関連 し て 起 っ た こと か も 
し れ な い . 

上 に 述べ た 春 と 秋 に 及 られ る チカ イエ カ の 地上 水 
域 で の 増加 が どの よう な 要因 に より ひき 起き され る の 
か に つい て は 全く わか っ て いな いかが, 本 実験 で 示 し 
た よう に と , 春 と 秋 に は チカ イエ カ の 無 吸血 産卵 後 吸 
血 産 卵 し た 肉 か ら 生 れ た と 思わ れる , 卵 粒 数 の 多い 
卵 塊 が 採集 さき れ た こと か ら , 本 種 の 生存 や 増殖 活動 
に と っ て , 春 と 秋 の それ は ほど 高く な い 気 温 が 適し て 
いる た めで は な いか と 棚 像 され る . 
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本 実験 か ら , 長崎 地方 で は チカ イエ カ の 幼虫 が , 
瞬 か い 年 に は 越冬 する こと も ある こと が 考え られ る 
が , た と え ぇ 越冬 し た と し て も , その 数 は 極め て 少な 
いも の と 思わ れる . それ 故 , 春先 に と れ た 本 種 の 卵 
塊 は 地下 水域 で 羽化 し た 雌 の 生ん だ も の と 考え られ 
る , また , 冬季 比較 的 暖 い 長崎 地方 に お いて ゃ , 本 
来 の 発生 場所 で ある 地下 水域 が チカ イエ カ の 繁殖 源 
と な り , 地上 水域 で の この 岐 の 発生 は 一 時 的 な も の 
で ある と いえ る . 

これ ら の 実験 で アカ イエ カ と 判定 され た 69 個 の 卵 
塊 の うち の 1 卵 塊 か ら 生 じ た 奴 群 に チカ イエ カ 型 の 
外部 生殖 器 を 持 っ た も の と アカ イエ テカ 型 の それ を る 
2 だ や の が みち られ た 。、 と の こと は チカ イ テ カ と アカ 
イエ カ の 両 型 の 間 で 野外 に お いて 低 頻 度 で は ある 
が , 交雑 が 起こ っ た こと を 示す も の と 思わ れる . 生 
沢 ら (1977) は 大 阪 市 の 開放 水域 で 採集 し , 無 吸血 
産卵 性 より チカ イエ カ と 判定 され た 系 統 の 雄 の 外部 
生殖 器 が チカ イエ カ と アカ イエ カ の 中 間 型 で ある こ 
と を 示し た . この こと か ら も や は り 両 型 の 間 で 交雑 
が 起こ っ て いる こと は 充分 考え られ る . 今後 の 都市 
化 の 発展 と と も に ビル が 増加 し , チカ イエ カ の 発生 
場所 で ある 汚水 槽 の 拡大 に より , チカ イエ カ の 発生 
は 益々 多く な り , アカ イエ カ と の 交雑 の 機会 が 増 
え , 生理 的 に 異な っ た チカ イエ カ あ る い は アカ イェ 
ヵ みか が 出現 する こと が 予想 され る の で , さら に 種々 の 
調査 が 必要 で あろ うら . 


摘 要 


地上 水域 に お ける チカ イエ テ カ の 産卵 活動 の 季節 的 
消長 を 調べ る た め に , ワラ の 煮汁 を 入れ た 水 ガ メ を 
屋外 に 設置 し , これ に 生み つけ られ た 独 塊 を 採集 
し て , それ ぞ れ の 釣 塊 を 成虫 に な る まで 飼 有 した. 
卵 塊 か ら 無 吸血 産卵 性 の 上 肉 が 生じ た 場合 , その 由来 
の 卵 璃 を チカ イエ カ の 卵 塊 と 見 人 基 し た . チカ イエ カ 
の 多く の 雌 が 地上 水城 に 産卵 に 来 て お り , その 産卵 
活動 は 春 と 秋 に 活発 で , 夏 に 低下 する こと が わか っ 
た . この 産卵 活動 の 季節 的 変化 に は , 気温 が 関係 し 
て いる よう ら に 思わ れる . チカ イエ カ は 一 般 に は , 気 
温 の 比較 的 温 曖 な 長崎 地方 で も 地上 で 越冬 する こと 
は むつ か し いよ う で ある . し た が っ て , 当地 方 に お 
いて も る 汚水 槽 の よう な 地下 水域 が 本 種 の 主要 発生 場 
所 で ある と 考え られ る . 
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本 稿 を 御 校 関 下さ っ た 長崎 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 , 和田 義人 教授 に 心から 御礼 申し 上 げ ば る. 
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